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1.は じ め に

ル ドル フ ・シ ュタ イ ナ ー(RudolfSteinerl861-1925)は オ ー ス ト リア 生 まれ の哲 学 者 、

神 智 学 者 、 教 育 思 想 家 で 多 くの著 書 を 残 して お り、 また シ ュタイ ナ ー教 育 で も有 名 で あ る。 そ

の彼 が 「四 次 元 」 に 興 味 を 持 って い た こ と は あ ま り知 られ て い ない[1]。 四 次 元 の研 究 の 歴 史

を 述 べ て い る マ ニン グ[2]や ヤン マ ー[3]の 本 に シ ュタイ ナ ー の名 前 は ない し、 最 近 の四 次 元 に

関 す る概 説 書[4,5]に も取 り上 げ られ て い な い 。 また 四 次 元 空 間 の芸 術 に 対 す る影 響 を詳 細 に

調 べ た ヘン ダ ーソン の著 書 『現 代 芸 術 に お け る四 次 元 と非 ユ ー ク リ ッ ド幾 何 学 』[6]に お い て

も、 シ ュタイ ナ ー の名 前 は 画 家 モン ドリアン に 影 響 を 与 え た 神 智 学 者 と して 現 れ るだ け で あ る。

も っ と も彼 女 は 後 の論 文 の注 釈 欄 で 「シ ュタイ ナ ーは 四 次 元 に つ い て1905年 に 講 演 して い るが 、

そ の後 の著 作 で は 深 く言 及 して い な い 」 と書 い て い る[7]。 これ は ほ ぼ 同時 代 の神 秘 学 者 ウ ス

ペン ス キ ー とそ の 著 書[8]に つ い て の多 くの 記 述 が あ る の と対 照 的 で あ る。 そ の理 由 は シ ュタ

イ ナ ーが 四 次 元 に 関 す る著 作 を 残 さ なか った こ とに よ る も の と考 え られ る。

シ ュタ イ ナ ー の 生 涯 に つ い て は死 の 直 前 ま で書 き綴 られ て い た 自伝[9]を は じめ 、彼 に 関 す

る多 くの本 で 詳 し く述 べ られ て い る。 ル ドル フ ・シ ュタイ ナ ーは1861年 オ ー ス トリー ・ハン ガ

リー帝 国 の クラ リエ ベ ッ クに 駅 長 の息 子 と して 生 まれ 、 ウ ィーン 工 科 大 学 で 物 理 学 を 学 ん だ 。

しか しこ こで カ ール ・シ ュ レー ア ー教 授 に 出会 って ゲ ー テ の著 作 と思 想 に 興 味 を 覚 え る。rゲー

テ 自然 科 学 論 文 集 』 の校 訂 に 参 加 、 ワイ マ ール に ゲ ー テ文 庫 が 設 立 され た のに 伴 い 非 常 勤 職 員

と な る。 そ の後 ベ ル リン に 移 住 し、1900年 頃 か ら神 智 学 協 会 の メン バ ー と交 流 、 ドイ ツ支 部 事

務 総 長 に 就 任 す る。 協 会 内部 の路 線 対 立 か ら除 名 され 、1913年 に 人 智 学 協 会 を 設 立 、 スイ ス の

バ ー ゼル 郊 外 の ドル ナ ッハに ゲ ー テ ア ヌ ムを 建 設 し、 そ こを 拠 点 と して 多 くの著 書 を 出版 す る

と と もに 、 精 力 的 に 数 多 くの講 演 活 動 を 行 った 。1925年 に64歳 で ドル ナ ッハで 死 亡 して い る。

シ ュタイ ナ ー の著 書 、 論 文 集 、6000回 に も及 ぶ 講 演 の記 録 は 夫 人 の マ リー ・シ ュタイ ナ ーが ド

ル ナ ッハ に設 立 した 出版 社 か ら全354巻 の 『ル ドル フ ・シ ュタ イ ナ ー全 集 』 と して 刊行 され て
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いる。『四次元』はそのうちのNo.324aに 相当している。

シュタイナーは四次元について1905年 にベル リンで6回 の連続講義を行ってお り、引続き四

次元空間と高次元空間に関する講演もしている。これらの講義は出席 した弟子たちによって記

録されていたが、講義録として出版されたのは最近であ り、その英語訳は昨年になってからで

ある。シュタイナーが少年時代か ら幾何学に強い関心を持っていたことは彼の自伝に、「思 う

に私は、幾何学に接することによって初めて幸福とい うものを知ったのだ」と書いていること

からも判 る1)。また、「幾何学 との出会いを契機 として[不 可視の世界]に ついても語 り得 るこ

とを知るに至 った」とも述べている2)。このようにして幾何学は彼の精神的世界 と感覚的世界

を橋渡 しする重要な役割を果た していたと言える。 したがって幾何学が彼の後年の思想に大き

な影響を及ぼ していることが想像できる。

シュタイナーはギムナジュウムではなく実科学校に進むことになるが、そこで画法幾何学を

学び幾何作図に熱中する。また次に進学 したウィーン工科大学では自然科学よりも哲学や ドイ

ツ文学に興味を持ったが、射影幾何学には強 く引かれたようである。「当時の私にとって決定

的な経験は、まさしく、数学の方面からやってきた。私にとっては空間の概念が最大の難問だ

った。._右 側の無限に遠い所にある点は、左側の無限に遠い所にある点 と同一なのである。」

このように して彼は 「円のように、自己自身に向かって回帰 して くる曲線」とい う啓示を得た

ことにより、「幼年時代にもそ うだ ったように、今度もまた、幸福をもたらす ものは幾何学か

らやって来たのだ」3)。彼は大学では熱力学について卒業論文を書 くのだが、これとは別に幾

何学は彼の思想の形成にあたってその根底にあったと言える。シュタイナーがその生涯におい

て試みたことは精神世界に自然科学的な手法を適用 しようとしたことである。その際に彼が具

体的に心に描いていたのは幾何学であ り、それによる空間の認識であったと言ってよい。 した

がってシュタイナーが四次元あるいはより高次元の空間についてどのように考えていたかを知

ることは、彼の思想を理解する上で大変に重要である。

この論文ではシュタイナーの講義録 『四次元』をもとに、彼の四次元空間についての考えを

調べるものとする。この本には1905年 の連続講義だけではなく、その後1922年 までに行われた

講演での質疑応答のうち四次元に関係する部分も含まれているが、ここでは講義の部分のみに

限って議論するものとする。まず、この講義が行われるようになった背景を理解するために、

当時までの四次元思想の流れを述べる。

2.四 次元思想の歴史

シュタイナーの講義が行われた1905年 の時点で四次元についてどのようなことが判っていた

であろうか。このことをはっきりさせるために、四次元についての考え方が歴史的にどのよう
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に発展 してきたかについて簡単に述べよう4)。

空間の次元について最初に述べたのはアリス トテレスだと考えられている。彼は 『天体論』

の中で、「直線は一つの方向の大きさを持 ってお り、平面は二つ、立体は三つである。 これを

越える他の大きさはない。なぜなら三は全てであるから」と書いている。また6世 紀にシンプ

リキオスはプ トレマイオスがr次 元論』で三次元以上の空間は存在 しないことを証明した」と

述べているが、この本は現存 していない。ガリレオは 『天文対話』(1630)で 三が完全な数で

あるとい うアリス トテレスの説は否定 しているが、空間の次元については特別な記述はない。

ニュー トンやライプニッツも空間の次元については特に注意を払っていない。

こうして空間は長い間ユークリッド幾何学で取 り扱われているように、三次元で平らなもの

と考えられてきた。三次元以上の空間は 「自然における怪物で、キマイラやケンタウロスより

も存在する可能性は小さい」 とい うものもいたほどである(JohnWallisl685)。 もっとも英

国の哲学者ヘン リー ・ムーア(HenryMore)は 『形而上学』(1671)で 心霊は四次元現象で

あると述べているし、カン トは三次元以上の空間が存在する可能性を指摘 している。更に 「神

はそのような領域に存在するのだろう」とも言っているが、力の強さが距離の二乗に逆比例 し

ていることより私達の空間は三次元であると結論 している。 しか しこれらは例外であ り、19世

紀の始めまで三次元以上の空間についての研究はほとんど行われてこなかった。

四次元空間の歴史の上で1827年 とい うのは特別な年である。この年メビウスの輪で有名な ド

イツの数学者メビウス(A.F.M6bius)は 右手 と左手のように三次元空間で対称な図形は四

次元空間を通過させることによって重ねることができることを指摘 した。これを契機として四

次元図形や四次元空間についての興味が数学者の間で広がっていった。やがて、より一般化さ

れたn次 元の幾何学の体系化がCayley(1843)やGrassmann(1844)に よって行われた。

このような四次元に対する関心は平らな三次元空間とい うユークリッド幾何学における二つ

の基本概念のうちの一つに対する挑戦であると考えられるが、もう一つの概念である平らな面

についてもほぼ同時期に挑戦が始まったことは興味深い。直線外の一点を通ってその直線に平

行な直線はだた一本だけ しか存在 しないとい うユークリッドの公理については以前から疑いが

持たれて来た。ガウスは既にユークリッド幾何学とは異なった幾何学の存在を確認 していたよ

うであるが、慎重な彼はその結果を発表 しなかった。Lobachevsky(1829)とBolyai(1832)

はそれぞれ独立に非ユークリッド幾何学を公表 した。上のような平行線が無限に存在するとい

う彼らの幾何学は 「曲がった」空間に対応 してお り、双曲線平面を呼ばれている。

1854年 に リーマン(B.Riemann)は ゲ ッチン ・ゲン大学のセ ミナーで 「幾何学の基礎をなす

仮定について」とい うタイ トルの有名な講演を行った。その講演録は1867年 に出版されたが、

そこで リーマンはn次 元空間におけるもう一つの形の非ユークリッ ド幾何学を提案 した。彼

の幾何学において二次元空間である楕円面では平行線は存在 しない、すなわち二つの曲線は必
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ずどこかで交わって しまう。このリーマソの仕事により、三次元の平らな空間とい うユークリ

ッド幾何学の秩序ある世界は完全に崩壊 して しまったのである。新 しい幾何学は始めのうちは

数学者の間で しか関心を持たれなかったが、19世 紀の後半になると高次元空間の可能性は一般

の人々の興味を引きつけた。数学者Dodgsonは 保守的で四次元空間の存在を認めていなかっ

たが、彼がルイス ・キ ャロルの名前で書いた 『鏡の国のア リス』(1872)は 三次元空間におけ

る鏡映と対称性の問題に注意を向けた。また神秘主義者たちは心霊現象を四次元によって説明

しようとしていた。そんなときに1877年 に ロソ ドソで行われたヘソリー ・スレイ ド裁判により、

四次元は一躍脚光を浴びた。この事件は米国の超能力者と称するスレイ ドが ロソ ドソで有名人

を集めて交霊会を開催 し、いろんな不思議な現象を行っていたが、超能力と称 して人をだまし

たとして詐欺罪で逮捕されたものである。 しか し当時の高名な物理学者たちが 「霊媒能力によ

って四次元から霊を呼び出せば可能である」としてスレー ドを弁護 したために当時の社会に大

きな議論を喚び起こした。そのうちの一人である物理学者であ り天文学者としても有名なライ

プチッヒ大学のツェルナー(J.C.F.Z611ner)は 四次元空間で物体を動かす能力を科学的に

テス トするためのい くつかの実験を提案 している[10]。

こうして19世 紀末から20世紀の初頭にかけて四次元は一種の知的ブームとなったが、それに

応えるかのように四次元空間に関する解説書や文学作品が発表された。シェイ クスピア学者で

あ り、聖職者であ り、学校長でもあ ったアボット(E.A.Abott)は1884年 に 「フラットラソ

ド」とい う小説を発表 した[ll]。 この物語は上下方向のない二次元の世界の住人が三次元空間

を体験する話であるが、高次元空間に対する興味やそれを経験することによる神秘体験の他に

二次元世界の描写に当時のビクトリヤ朝の英国社会に対する風刺を含んでお り、現代でも世界

の多 くの国で読まれている。二次元の世界を描 くことにより高次元空間について考えるとい う

手法はその後多 くの人によって用いられている。 ヒソトソ(C.H.Hinton)は 四次元空間に

ついていくつかの解説を書いているが、作品集 『科学的ロマソス集』(1886)の 中の 「平面世

界」では薄い円盤の円周の上に垂直に立っている二次元世界人を考えている[12]。 このアイデ

アは後に 『平面国のエ ピーソー ド』とい う小説でも用いられいる[13]。 また彼は 『思考の新紀

元』[14]や 『四次元空間』[15]と い う著書で四次元空間を視覚化 しようと試みている。

一方
、1895年 にはウエルズ(H.G.Wells)が 時間を第四番・目の次元 と考えた小説rタ イム

マシソ』を発表 している[16]。 既に18世 紀にダラソベールやラグラソジュは時間を四番 目の次

元と考えることを指摘 していた。ウエルズの 『タイムマシソ』では時間は空間と同様であると

仮定されている。 しか しここで注意 しなければならないことは、三次元の空間と一次元の時間

による四次元空間はこれまで扱ってきた四次元空間とは異なっていることである。時間は他の

空間軸とは違って過去から未来へと一方方向に しか流れない し、時間軸に沿って自由に移動す

ることは出来ない。 したがって時間と空間から作られる四次元空間は 「四次元時空」と呼ばれ
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てお り、通常の四次元空間とは区別 しなければならない。

シュタイナーの講義が行われた1905年 はアイン シュタイン の特殊相対性理論に関する論文が

出版された年でもある。この論文のタイ トルは 「運動 している物体の電気力学について」であ

り、最初は文字どお り運動物体の電気力学についての理論であると考えられていた。相対性理

論は始めから物理学者の間で受け入れられた訳ではない。この理論がそれまでの時間と空間の

概念に革命的な変化を もたらすものであることを指摘 したのは、1907年 の ミンコウスキー

(H.Minkowski)のG6ttingen大 学での講演であった(論 文は1908)5)。 シュタイナーは大

学で物理学を専攻 したが、1905年 に出版されたアイン シュタイン の原論文を読んでいたとは考

えられない。 したがって彼の講義は四次元空間に関するものであ り、相対性理論についてはま

ったく触れられていない。しかし1920代の質疑応答の部分では相対性理論について言及 している。

3.シ ュタイナ ーの 四次元 についての講義

3.1.「 四次元」の本について

シュタイナーのr四 次元』は高次元空間に関する講義ノー トである第一部と数学の問題につ

いての質疑応答を集めた第二部からなる。第一部には1905年 の3月24日 から6月7日 までの6

回にわたってベル リンで行われた四次元についての連続講義と同じ年これもベル リンでの 「四

次元空間」(ll月7日)及 び 「高次元空間について」(10月22日)と 題する講演が含まれている。

シュタイナーは後者の中でこの講義はこれまでに行われたシリーズの一つと考えられると述べ

ている。 したがってかなり重複する部分はあるが、これら二つの講演も四次元に関する講義の

一連のものと考えられる。一方、第二部は1904年 から1922年 までの間 ドイツ、スイス、オラン

ダで行われた講演での質疑応答のうち数学に関連するものを集めている。これらの講演や質疑

応答は出席者のノー トをもとに再現されたもので、シュタイナー自身の原稿によるものではな

い。

ここで ドイツ語の原本と英訳本の相違点について述べてお く。タイ トルはいずれも『四次元』

であるが、 ドイツ語版には 「数学 と現実」、英語版には 「神聖幾何学、錬金術及び数学」とい

う副題がついている。講義の部分は同じであるが、英訳本では第二部で1904年 ベル リンでの最

初の質疑応答が省略されている。原本には 「シュタイナー講演記録の公刊について」、人名に

よる索引、「講演記録に関 して」という自伝の第35章 か らの抜粋、「シュタイナー全集の リス ト」

があるが、英語版には含まれていない。また参考文献のうち ドルナッハにあるル ドルフ ・シュ

タイナー遺稿管理局のル ドルフ ・シュタイナー文庫にある本には ドイツ語原本では印が付けら

れているが、英訳本にはない。その代わ り英語版には巻頭にDavidBoothに よる序文があ り、

最後に数学用語の解説が付いている。
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シュタイナーの講演記録が公表されるようになった理由については 「講演記録の公刊につい

て」で説明されている。また 「講演記録に関 して」によれば、「講演記録は最初、私家版とし

て印刷され、神智学協会(の ちに人智学協会)の 会員にだけ配布された」が、「時間的な余裕

がないために一一私自身の手で校正することはできなかった」 とある6)。またこうした講習会

は、協会員の要望によって開かれ、参加者は協会員に限られお り、人智学の基礎的な知識を理

解 していた。 したがって一般の読者を対象 とした著書 とは異なって、「それを文字通 り人智学

の教義であると理解 してよい」と述べている7)。

編集者はこの 『四次元』の連続講演がどのような状況のもとで行われたかはよく判っていな

いと書いている。原本にある解説と英語版の序文から推測すると次のようなことが考えられる。

上に述べたように19世 紀の半ば頃から交霊術や透視能力などの心霊現象と四次元との関係が注

目されるようになった。この傾向はスレイ ド裁判へのツェルナーなどの科学者たちの弁護によ

って加速され、20世 紀の初頭には一般の人々が関心を持つ大きな問題であった。一方、シュタ

イナーはこのとき神智学協会の会員であ り、1904年 にはr神 智学』を出版 している[17]。 神智

学協会の設立者 ブラ・㍉ キー夫人(H.Blavatsky)は 既に1891年 に死亡 していたが、 もとも

とは10代 に霊媒を していた経歴がある。シュタイナーは一貫 して交霊術には強い警戒心を持ち、

関係するのを避けてきた。 しか し彼の著書r神 智学』には 「霊的知覚能力」や 「高次の感覚」、

「高次の世界」などの用語が多 く現われる。また1904-5年 に雑誌に連載され、後に単行本と

して出版された 『いかに して超感覚的世界の認識を獲得するか』での 「超感覚的世界」にあた

る部分の ドイツ語の題名は 「高次の世界」である[18]。 こうした状況を考えるとシュタイナー

は神智学協会の会員から、四次元についてどう考えるか、高次元とい う言葉で何を意味 しよう

としているのかを尋ねられたものと思われる。それに応えるために行われたのが 『四次元』に

ある連続講演であったのであろう。

この連続講義の聴衆がどんな人たちであったかもよく知られていない。編集者は講義ノー ト

の提供者を数名記 しているが、そのうちの一人に後のシュタイナー夫人マリー ・フォン ・ジー

フェルスの名前がある。上の 「講演記録に関 して」の記述のとお りだとすれば、出席者は全員

神智学協会の会員であったと考えられる。 したがって神智学については基礎知識を持っている

が、数学に関 してはほとんど予備知識のない人たちを対象に したものであろう。

シュタイナーの6回 の連続講義は一週間またはそれ以上の間隔で行われたので、前回の講義

内容の確認や同じ内容を別の表現で述べるなど重複が多い。また聴衆は神智学の知識があると

仮定 しているので、神智学の用語が多 く用いられている。ここでは神智学に深 く立ち入ること

を避けて、できるだけ四次元に話を限定 して講義の内容を要約する8)。
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3.2.第 一講(1905年3月24日)

四次元空間は私たちの日常的な感覚による知覚を超えた存在であ り、その世界を理解 しよう

とすれば数学的な知識が必要である。点は大きさがないのでゼロ次元であ り、線は長さを持っ

ているので一次元である。太さのない線を動かせば面ができる。面には長さと幅があるので二

次元である。面を動かすと、長さ、幅、高さのある立体が得られる。このように運動が新 しい

次元を作 り出して行 く。

ある長さの直線を考えて、その両端をAとBと する。AとBを 合わせ ようとす ると、直線

の外に出る必要があ り、その結果は二次元図形である円となる。同じ操作を二次元の長方形に

ついて行 う。そのためには二次元を出て第三番 目の次元に入らなければならず、三次元図形の

円筒が得られる。三次元空間で対称な左手と右手の手袋を重ねるためには、線分ABの ときと

同様に四次元空間を通過 しなけれなならない。

円とその外側にある一点とい うツェルナーの本にある例では、点を円周を横切らないで円の

内部に入れるためには、二次元からいったん三次元に出て、再び二次元に戻る必要がある。三

次元の球の場合についても、外側にある点を内部に移すには三次元を超えなければならない。

線分ABで 左の端Aを 右の端Bに 重ねるとき、線分の長さが短いと円は小さい。円を大き

くして行 くと、AとBが 出会 う点は線分か らます ます離れ、円の曲率はどん どん小 さくなっ

て円周は直線と区別できなくなる。 したがって直線は直径が無限に大きい円と考えることがで

きる。

このとき円周上の一点を出発 した点は直線の両端であった点を通過 して再び元の位置に戻っ

て くる。この過程は円がどのように大きくても成立する。 したがって無限に伸びている直線で

ある方向に向かって動 く点は、他の方向から戻って くる。これは私たちが世界に生命の運動を

生 じさせることにより、世界を高次の感覚で理解できる例である。感覚的な観測では、右の方

へ動 くとい う過程は左から戻って来る過程とは何の関係もないが、これら二つは互いに依存 し

ている。

私たちが感覚を通 して物を認識することを考えるとき、外部世界を自らを主体としてその内

部に受け入れることにより知覚が生ずる。外的世界を私たちの内に移すことにより内的知覚と

なる。外部世界と内的知覚は感覚で知覚できるものを通 しては直接には結び付いていないにも

かかわらず、相互関係にあ り相互依存 している。

外的世界と内的知覚の関係をこのように考えると、空間における幾何学的な鏡像である左手

と右手の手袋の間の関係と似ている。これらを一致させるためには空間の新 しい次元を使わね

ばならない。三次元空間である外的世界と内的知覚を関係づけるためには、第四の次元を通ら

なければならない。そのためには私たちの空間の概念に生命を与える必要がある。四次元空間

は鏡映像にある図形または対称関係を用いて容易に認識できる。
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オスカー ・シモニーはこの生きた空間形成を描 くのに、結び 目のある曲線やね じれた二次元

の帯のモデルを用いている。このようなね じれは自然にもある。例えば月は地球の円軌道のま

わ りを螺旋運動 してお り、更に太陽のまわ りをもう一つの複雑な螺旋運動を している。

3.3.第 二講(1905年3月31日)

外的空間と内的知覚の関係を考えると、私の外部にある立方体は私の内部に知覚として現わ

れる。立方体についての私の概念は元の立方体に対する鏡像になっている。この像を元の立方

体と一致させようとすれば、四次元空間を通過 しなければならない。私たちの感覚器官は精神

的な像と外部の物体を直接に結び付けているとすれば、四次元的でなければならない。

私たちは感覚器官の独特な構造によって、精神的表象を外部の物体と重ねることができる。

このときに四次元空間を通っている。アス トラル界それ自身は四次元の世界ではない9)。しか

しその物理的世界への反射とともに考えると、四次元的である。

全ての方向に光を放出している点があるとする。この点の逆は巨大な球、全ての側から内部

にむけて暗闇を放出している無限に大きな球である。無限に消える直線が反対側から同じ点へ

と戻って来るように、点があらゆる方向に光を放出するとき、光は無限遠からその反対のもの、

すなわち暗闇として戻って来る。

逆の場合、すなわち点を暗闇の源であるとする。その逆はあらゆる方向から内側に向かって

光を放出している無限に大きな球となる。前の講義で言ったように、直線上を動 く点は無限遠

で消えて しまうのではなくて、別の側から戻って来る。これと同様に、膨張 しているか光を放

出している点は無限遠で消えるのではなくて、無限遠から球として戻って来る。球は点の逆な

のである。空間は点の内部に存在 している。点は空間の逆である。

立方体の逆はそれで切 り取られた部分を引いた残 りの空間全体となる。立方体全体を無限の

空間とその逆を加えたものとして想像 しなければならない。

3.4.第 三講(1905年5月17日)

四次元空間を研究 しようとする目的はアス トラル界やもっと高次の世界についての理解を得

ることである。アス トラル界では数字や時間の順序、道徳などが物理的世界の完全な鏡像とな

っている。

アス トラル界で私たちに近づいているように見えるあらゆるものは、私たち自身から外へ放

出されるものとして解釈されねばならない。周辺からあるいは無限の空間からあたかも私たち

の方に戻って来るように見えるものは、実際には私たち自身のアス トラル体が送 り出している

ものなのである。

神智学の考え方によれば、あなたの外的生命と物理的肉体は反対方向から一点に集まる二つ
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の流れが交わった結果に他ならない。過去から来る一つの流れと未来から来るもう一つの流れ

が出会った点に生 じた境界面である。

物理的世界での正方形に相当する精神的世界の図形は十字形すなわち直角に交わる二つの直

線である。物理的世界における正方形は、精神界では正方形の中心から二つの軸に沿って外に

向う流れと外部から正方形の内部に流れ込む流れが出会い、停止 したときの境界として現われ

る。境界は二つの流れが停止 したところで生 じる。

立方体は三つの相互作用 している流れの断面である。その相互作用の全体を考えると前後、

左右、上下の6ケ の方向がある。更に二種類の流れ、点から流れ出すものと無限遠から流れ込

むものがある。空間の方向はいずれも二つの反対向きの流れとして解釈され、物理的な形状は

その結果となる。

3.5.第 四講(1905年5月24日)

三次元図形である立方体を平面上に拡げると、側面である6ケ の正方形が十字の形になる。

四次元を三次元空間に描 くには、 ヒン トンのように色を使 うことが必要である。6ケ の正方形

を異なった色で塗 り分けるが、向かい合った正方形の辺が同じ色になるようにする。一つの正

方形の縦方向の一対の辺を赤、水平方向のもう一対を青にする。全ての縦方向の辺は赤にする

ことに し、それ以外の正方形の水平方向の辺を緑にする。赤は立方体の高さ、青は奥行き、緑

は幅を表 している。

これら三つの色は空間の三つの次元を表 している。第三番 目の次元を加えたことは青と赤の

正方形が緑を通 り抜けたと言 うことができる。緑を通 り抜けることは、または第三番 目の色の

次元に消えることは、三次元を通過する移動を表 している。緑色の霧が赤青の正方形を染めて、

青緑と暗い赤色になり、緑色がなくなったところで元の色に戻る。

色のついた直線の代わ りに、色のついた正方形を考えよう。他の正方形がそれを通 り抜けて

行 く。正方形の色を青とし、通 り抜ける正方形(移 動の前後)の 辺が赤と緑であるとする。別

に赤、緑の正方形についても同様なことを考える。9つ の正方形のうち、立方体の表面となれ

るのは6ケ だけである。他の一色の正方形の三つは移動を表 している。移動の動きは二次元で

ある。二色の辺を持った正方形はそれとは異なる色の正方形の中に見えなくなり、再び現われ

る。このように して二次元(二 色)の 正方形が三次元(三 番 目の色)を 通過する。

次に表面が三色の立方体を考えよう。三色は三次元空間に対応 していたので、4番 目の色を

加えて青、白、緑、赤とする。ここでは立方体が立方体を通 り抜けるものとする。白 ・赤 ・緑

の立方体は残 りの色の立方体(青)を 通 り抜ける。 したがって一度四番 目の色に入った後に元

の色で再び現われる。他の色の場合も同様である。

立方体を展開 して平面に並べて、一番下の正方形を取 り除 くと5ケ の正方形がある。二次元
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では真中の正方形は見えない。また四次元図形の超立方体の境界になっている8ケ の立方体の

うち7ケ について同様なことをすると、7番 目の立方体は三次元では見ることができない。

このように して私たち人間は三次元 しか知覚できないにもかかわらず、四次元空間を見える

ようにすることができる。

3.6.第 五講(1905年5月31日)

立方体を二次元に展開するのと同様に、超立方体(tessaract)を 三次元空間へと展開すると

8ケ の立方体からできている。これら8ケ の立方体を用いて一つの超立方体を作るときに、そ

れぞれの立方体が四次元を通過する。

四次元の物体を三次元で表すもう一つの方法がある。ここに8ケ の三角形の面が鈍角で集ま

っている八面体がある。辺は二つの表面が交わっているところである。八面体と立方体の相違

は表面の交わっている角である。角度が直角のときに立方体となる。

次に一つの三角形の各辺を延長する。これに向かい合っている三角形及び下側で向かい合っ

ている二つの三角形についても同様にすると、これらの延長された三角形は互いに交わる。元

の八面体の他の四つの表面は消えて しまうので四面体となる。もし立方体で同じことをすれば、

また立方体が得られる。

逆に四面体の頂点をだんだん切って行 くとその辺の大きさと同じところで、八面体になる。

このことを立方体について行ってもまた立方体となる。四面体と八面体は組を作っているが、

立方体は全空間と組を作る。

四つの交差する円(二 次元図形)で 囲まれた二次元の空間で、円がどんどん大きくなる、す

なわち半径がだんだん大きくなり、中心がどんどん離れると円は直線へと変化する。このとき

四つの円に囲まれたスペースは、四つの相交わる直線を境界とする正方形となる。

円の代わ りに、三次元空間で6ケ の球に囲まれた空間を考える。球がどんどん大きくなると、

立方体となり、それらに囲まれた空間も立方体となる。 したがって立方体は6ケ の交差する球

が平らになった結果である。

立方体を定義 している平面(二 次元)は6ケ の球(三 次元)の それぞれから一つの次元が除

かれたものである。この表面は三次元から二次元へと次元を減少させる、すなわち次元を犠牲

にすることにより生 じた。 したがって空間の次元はそれぞれ次の高次元を犠牲にすることによ

って生ずると言える。

このように してその三つの軸方向のそれぞれを直線化することによって、三次元空間が完成

された。この過程を逆にすれば、空間の各要素をもう一度曲げることにより、一つ高い次元が

作られる。 したがって四次元空間は曲がった三次元空間と考えることができる。
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3.7.第 六講(1905年6月7日)

立方体に光を当てて影を作 り、二次元の像を作ると六角形が得られる。この射影では辺は短

くなり、角度も変わっているので、立方体の6ケ の正方形面は菱形のように見える。同様に し

て四次元図形を三次元空間へと射影すると、菱形12面 体となる。立方体が射影された六角形に

は三つの軸が残っているように、超立方体の三次元空間への射影である菱形平行12面 体は三次

元での立方体よりも一つ多い軸をもっている。

プラ トンは洞窟に鎖で繋がれた囚人の比喩を用いて世界における私たちの状況を表 した。こ

れと同様に私たち自身は四次元的であるが、私たちが見るものは全て三次元空間における像の

形として現われている。私たちは物事の真実の代わ りに、その三次元での影像のみを見ている。

私たちが壁の上に現われた像から三次元空間での存在を認識できるのは、影が動き始めたと

きである。壁の上の像は二次元を離れることなしに互いに通 り過ぎることはできない。 したが

って像の変化は三次元が存在することを示 している。

世界は三次元的ではあるが、時間とともに変化 している。運動、変化、時間が四次元のそ し

て生命の表現であ り、証拠である。

円の表面を曲げるとおわん型になり、最後には球となる。曲がった曲線は二次元、曲がった

平面は三次元、立方体を曲げることができた ら四次元 とな り、その結果は超球(spherical

tessaract)で ある。球の表面は曲がった二次元図形と考えられる。自然においては細胞すなわ

ち最小の生命体はこの形になる。細胞の境界は球状である。鉱物の結晶形では常に面、すなわ

ち平らな表面が境界である。一方、生命体は細胞から出来てお り、その境界は球状の表面であ

る。生命体と非生命体の相違はその境界の性質にある。

私たちが植物を三次元空間の中でのみ見ていては本当に認識 しているとは言えない。植物は

絶えず変化 している。変化は植物の本質的な様相であ り、より高次元の形の存在の証拠である。

生命体にはそれが存在 している空間よりも高次元の要素があ り、時間がこの要素の表現である。

言い換えると時間が本来意味のある存在は全て四次元存在の像である。時間は有機的な生命の

四次元空間から三次元空間である物理的世界への像あるいは射影である。

時間が意味を持つ二つの存在が出会 うとき、結果は五次元になる。五次元は極性のある力の

交換または中性化による結果である。その際に二つの生命を持ったものは互いに影響 し合い、

通常の三次元空間や時間についての四次元空間では共通なものとしては持っていなかった何も

のかを作 り出す。この新 しい要素はこれらの次元の外側に境界を持っている。これが私たちが

知覚作用と呼んでいるものであ り、ある存在に対 してその他の存在について知らせる能力であ

る。知覚作用は物理的世界への五次元の射影または表現として理解できる。

このように して三次元空間では植物のような生命を持った存在を理解することはできない。

四次元へ、アス トラル界へと上がらねばならない。同じように して知覚能力を持っている存在
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を理解 したいのなら五次元に、自己意識を持った存在である人間を理解するためには六次元ま

で上がらねばならない。

現在私たちが出会 う人間は実に六次元的の存在である。知覚能力および自我と呼ばれている

ものはそれぞれ五次元と六次元の通常の三次元空間への射影である。

3.8.四 次元空間(1905年11月5日)

円の半径を大きくして行 くと直線に近付 く。光を運びながら直線上を右へ向かって無限大ま

で進むことは、円周を一周 して左から戻って来ることに相当 している。右へ行 くにつれてだん

だん光が弱 くなり(正)、 左か ら戻るときには光が強 くなる(負)。 このように して空間で正負

の反対の極性をもった力を考えることができる。

長方形の紙を二回捻って端を貼 り合わせる。長さ方向に沿って二つに切ると絡み合った二つ

の輪になり、四次元空間に入らねば切 り離すことはできない。太陽、地球、月の軌道も同じよ

うな形を している。

立方体を平面上に展開すると6ケ の正方形、超立方体を三次元空間に展開すると8ケ の立方

体となる。立方体の二次元への射影は六角形であ り、超立方体を三次元空間へと射影すると菱

形12面 体が得られる。

植物においては時間、運動、成長が第四の次元である。時間が動物の中で生命を与えられた

ときに、感覚能力が生 じる。これは5番 目の次元である。人間は自我を持っているので、6次

元の存在である。

3.9.高 次元空間について(1905年10月22日)

数学者は高次元の可能性を議論 している。彼らは数字を用いて計算できるが、高次元空間が

実際に存在することを証明できない。

あるものが定期的に 目に見えなくなって、また再び現われるものとすれば、四次元があると

言える。これについては唯物論の立場からの予想される反論に対 して、答えることができる。

四次元図形の影像が三次元図形であるから、このことを用いて四次元の物体を観測できる。

また4本 の直線から正方形、6ケ の正方形が組み立てられるように、8ケ の立方体から超立方

体を構成することができる。

4.シ ュタイナ ーの 四次元観

シュタイナーの思想の出発点は私たちの五感で理解できる物理的な世界の背後に超感覚的な

精神世界が存在 してお り、誰でも訓練によってこの霊的世界を見ることのできる高次の感覚を
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開発できるとい うことである。 日常的な物質世界と高次の精神世界を関連付けるにあたって、

彼は自然科学的な方法を適用 している。そんな彼にとって四次元および高次元の空間とい うの

は、自分の手法に具体的なイメージを得るための恰好の材料であったと思われる。実際に ドル

ナッハに残された蔵書 リス トには、Bonolaの 非ユークリッド幾何学、アイン シュタイン の相

対性理論などの教科書とともに、ヒン トンの『科学的 ロマンス集』、『思考の新紀元』、オスカー ・

シモニーのメービウスの輪に関する本、ツェルナーの本などが含まれている。このことはシュ

タイナーが一貫 して四次元の問題に興味を抱き続けていたことを示 している。

四次元および高次元空間について考える際に、シュタイナーの空間認識には大きな特徴があ

る。それは空間を静止 したものと見るのではなくて、ダイナミックな視点で眺めていることで

ある。その基礎となっているのは二つの重要な点、射影幾何学とゲーテの自然科学方法論特に

色彩論である。

シュタイナーの講義には円の半径が無限に大きくなると直線となり、球の半径が大きくなる

と正方形に近付 くとい うことがよく出て くる。これは射影幾何学の考え方である[19]。 「四次

元空間」の講義の中で、シュタイナーは 「射影幾何学を勉強 して円を直線に変換する意義を理

解 したときに、空間の性質を始めて把握 したのでした」 と述べている10)。直線上をある方向に

無限に運動することは、他の方向か ら出発点へ と戻 って来ることである。こうしてシュタイナー

は一次元の直線と二次元図形の円を関連付けているが、この考え方はさらに高い次元へと拡張

できる。また運動には方向があるので、それに関連 した極性が存在することになる。

シュタイナーは図形の境界は、異なった極性を持った流れが出会って停止するところに生 じ

るとしている。これはゲーテの色彩についての考えとよく似ている[20]。 ゲーテは色は光と影、

明と暗がぶつかる境界のところで生 じると考えた。彼はニュー トンが 『光学』で示 したような

光をプリズムを通過させることによりスペ クトル線に分解する分析的方法に強 く反発 し、綜合

的な方法の重要性を指摘 した。光学はゲーテの主張とは逆にニュー トン的な方法によって進歩

して行ったが、シュタイナーは 『自然科学論文集』の編纂を通 じてゲーテの科学的手法に強 く

影響を受けた。

このような空間に対する考え方に基づいて、シュタイナーは私たちが物体を知覚するとい う

ことは物質界で感覚的に得られた情報が精神界へと射影され、内的知覚となるものと考える。

この過程でいったんは三次元空間の外に出て、高次の空間を通過する。こうして物理的世界と

精神的世界は関連付けられるのだが、それを引き起こすものは物体の運動、時間、生命である

と考えられる。このように高次元空間により、物体の持っている本質的なものが精神世界の高

い レベルへと射影される。

当時の神秘学者は交霊術や透視能力などの心霊現象を四次元によって説明しようとした。こ

れは三次元の物質世界における現象を説明することのみに四次元とい う概念を用いていること
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になる。これに対 してシュタイナーは感覚によって得られた物理的世界を精神的世界での内部

知覚に結び付ける過程を四次元空間で表 している。彼の目指 しているのは物質世界を越えた高

次の知覚であ り、人間の精神世界におけるより高い レベルでの空間の認識である。この点にシ

ュタイナーの高次元に対する考え方の大きな特徴がある。

この一連の講義のあと、シュタイナーは四次元についてはまとまった講演や記録を残 してい

ない。これには二つの理由が考えられる。まずその後 しばらくして四次元は一般の知識人にと

って知的興味の中心ではなくなって しまったことである。第二の理由はアイン シュタイン の相

対性理論の普及であろう。シュタイナーの講義では時間は厳密な意味で四番 目の次元として取

り扱われているのではなく、三次元空間に運動あるいは生命に関連 して高次の空間を生 じさせ

るものと考えられている。 したがって相対論におけるような両者が一体となった四次元時空で

はない。 しか しもしか したら案外忙 し過ぎて時間がなかっただけとい うのが真相かもしれない。

射影幾何学についてもシュタイナー自身による著書はない。

5.お わ り に

シュタイナーの講義を通 して、彼が四次元についてどのようなイメージを持っていたか、ま

たそれが彼の思想にどのような影響を与えているかを検討 した。シュタイナーの文章は彼の哲

学とともに難解なことで有名である。 しかもr四 次元』とい う本は彼の著書ではなく、講義の

受講者のノー トに基づいたものであ り、シュタイナー本人は原稿に 目を通 していない。 したが

って繰 り返 しや必ず しも一貫 した表現となっていない箇所も多い。 しか し空間における幾何学

的図形を用いるとい う方法は、彼の思想や多 くの著書を理解するのに有効である。

この論文では第一部の講義の部分のみに限定 した。第二部の質疑応答はこれらの講義以降の

シュタイナーの考え方、特に相対性理論への言及などを知る上で重要である。またここでは四

次元そのものに対する考え方に重点をおき、神智学との関連については簡単に述べるにとどめ

た。 しか しもともとのこの講義の目的から考えて、神智学と四次元の関係についてもっと詳 し

い議論が必要であろう。四次元および高次元とい う概念はシュタイナーの思想を理解する上で

重要であると思われるので、今後こうした研究が盛んに行われることを期待 している。

またシュタイナーが引用 しているヒン トン、同時代にそれぞれ独自の四次元論を展開 してい

るウスペン スキーやブラグ トンなどの神秘学者との比較研究も興味深いであろう。
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注

1)文 献9の22ペ ー ジ。

2)文 献9の23ペ ー ジ。

3)文 献9の63ペ ー ジ。

4)詳 し くは 文 献2,3,6を 参 照 され た い。

5)こ の あ た りの 事情 に つ い て は 、 広 重 徹 『相 対 論 の 形 成 』(み す ず 書 房 、1980)とA.Pais,Subtleisth,

Lori…(OxfordUniversityPress,Oxford,1982);『 神 は 老猫 に して 』金 子務 他訳(産 業 図 書 、1987)

に 詳 し く述 べ られ て い る。

6)文 献1のS.301お よび 文献9の233-234ペ ー ジ。

7)文 献1のS.302お よび 文献9の235ペ ー ジ。

8)神 智 学 や そ の 用 語 に つ い て の 詳 しい こ とは 文 献17を 参 照 され た い 。

9)シ ュ タ イ ナ ー に よれ ば、 人 間 は 肉 体 、生 命 が 働 くエ ー テル 体 、 精 神 力 の作 用 す る ア ス トラル 体 お よび

自我 の 四 つ の 部 分 よ り構 成 され て い る(文 献17の68ペ ー ジ参 照)。

10)文 献1のS.91お よび 英 語 版p.68.
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